
書式第 12号 (法第 28条関係) 事 業 報 告 用

(

2022年 度  事 業 報 告 書
2022年 4月 1日 か ら2023年 3月 31日 まで

特定非営利活動塗△ 言語資源協金
1 事業の成果
0運営委員会を8回開催 し、GSKか ら公開の可能性がある複数の言語資源について議論、調査、
検討を行った。また、下記 1件の言語資源を公開した。

GSK2022-A:LSWS_2021

・言語資源の配布件数は70件、新規入会者は15名 であった。
・言語処理学会第29回年次大会 (2023/3/13-17)に スポンサーとして参加 した。2022年度も言語

処理学会との共同事業として言語資源賞を選定し、2件の論文に授与した。

2 事業の実施に関する事項
1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【970】 千円)

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【   0】 千円)

事業名 事 業 内 容 実 施

日 時

実 施

場 所

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び人数

支出額

(千円)

言語資源の

収集 配布

言語資源の収集・配布及び言語

資源の配布に関する標準的な規

約の策定

(定款第5条 (1))

2022年 4月

2023`午3月

日本国内

(言語資源の配

布先は全世界)

10人

広く言語に

関心を持つ者
一般

200人

736

言語資源の

解析 加 工

言語資源の解析 。加工

(定款第5条(2))

2022`午4月

2023`甲3月

日本国内

(言語資源の配

布先は全世界)

10人

広く言語に

関心を持つ

者一般

200人

0

言語資源に関す

る調査 。研究

言語資源に関する

調査・研究

(定款第5条 (3))

2022`午4月

2023年 3月

日本国内 10人

広く言語に

関心を持つ

者一般

200人

0

言語資源の

普及・啓発

言語資源に関する技術等のイン

ターネット、セミナー開催や、

出版、映像の販売などによる普

及・啓発、言語資源に関する無

体財産権の活用の推進

(定款第5条 (5))

2022年 4月

2023年 3月

インターネット

による広報先は

アジアを中心と

する全世界

10人

広く言語に

関心を持つ

者一般

3,000人

234

事業名 事 業 内 容
施

時

実

日

施

所

実

場

従事者

の人数

支出額

(千円)

2022年度はその他の事業は行わず



書式第 13号 (法第 28条関係 )

2022年度 活動計算書 (そ の他事業が上1生場合)

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 言語資源協会
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通信運搬費 (言語資源発送費,電話料金他)

リース料 (PCl台 )

外注費 (賞状印刷代)

広告宣伝費 (ス ポンサー費1件,賞金2件 )

諸謝金 (CSK賞選考委員謝礼21名 )

研修費 (著作権研究会6件 )

雑費
貸倒引当金繰入額 (事業収入の未収分)
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3,827
25,300

臨時雇賃金 (業務委託費) 559,905

消耗品費
通信運搬費 (郵便代,Zoom他 )

リース料 (PCl台 )

外注費 (HP及びWiki年間保守費)

租税公課
雑費

6,598
117,788
51,090

220,000
1,200
4,1471
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書式第 15号 (法第 28条関係 )

2022年 度 貸借対照表

事 業 報 告 用

現金預金
未収金
棚卸資産

25,

什器備品

ェ ア

借地権

ソ フ

【A】 資 産 合 計 ①+② 7,601,31

預り金
貸倒引当金

長期借入金
退職給付引当金

6.691.678
884.337

虔 」  塵
~合

 轟 ■‐■
~■~11 .:::::::

7 5:7::6:01

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 7,601,



事彙報告用

2022年 度 計算書類の注記

特壼非営利活動法 人
重要な会計方針

計算書類の作成は、 口0法人会計基準 (2010年 7月 20日

")棚卸資産の評価基準及び評価方法
該当なし

2011年 11月 20日 一部改正)に よつています。

固定資産の減価償却の方法
該当なし

(3)引 当金の計上基準
貸倒引当金
債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権について法人税法の規定による法定繰入率により計上するほか、個々
の債権の回収可能性を勘案して計上しています。

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

該当なし

(5)消費税等の会計処理
税込方式

事業別損益の状況

施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

該当なし

使途等が制約された寄附金等の内訳

該当なし

固定資産の増減内訳
該当なし

借入金の増減内訳

該当なし

役員及びその近親者との取引の内容

該当なし

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

事業費と管理費の按分方法

人件費は、従事割合に応じて、管理費と事業費とで接分する。

その他の事業に係る資産の状況
該当なし

4

科 目
(1)言語資源の
収集配布事業

(2)言語資源
の解析 。加
工事業

(3)言語資
源に関する
調査 。研究

(4)言語資
源の普及・
啓発事業

事業部門計 管理部門 合計

1,905,

3,827
25,
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1,200
4,147

0

102,180
95,000
54,000

7,

64,

1,

7,

25,貸倒引当金繰入額
その他経費計

消耗品費
通信運搬費
外注費

諸謝金
支払報酬料
積税公課|

雑費

(1)

(2)

人

リース料
広告宣伝費
研修費

国回回嗣題国目国ロコロ匡醒園□国甕圧翻皿国



書式第 17号 (法第 28条関係 )

2022年 度 財産目録
事 業 報 告 用

特定

7,576,015
7,576,015三菱UFJ銀行普通預金

預金

言語資源の収集・配布事業未収金 25,300

【A】 資 産 合 計 ①+② 7,601,315

25,300

【B-1】 負 債 合 計 ③+④

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 7,576,01

25,



18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

(前事業年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並び
にこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

盤塑壁凶二襲型三二亜劉謹塗

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係 )

役員一覧2

2022年度 年間役員名簿

役 名
(フ リガナ)

氏   名

前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記

理事
″
一

ヨゥ浩
ダ
ｍ口

′ヽシ橋

022年4月 1日

～2023年 3月 31日
同
ロ

年 月

日

年 月

理事
ノ
ロ貝【

ユキ行
（
窪タ

ロ四

022年4月 1日

～2023年 3月 31日

理事
イ チツジ  イ  ジュン

辻 井 潤

022年4月 1日

～2023年 3月 31日

/

月年
［
ロ

理事
ジ
治ユゥ裕

掛
本

ツ
松

022年4月 1日

～2023年 3月 31日
門
ロ

年 月

年

022年 4月 1日

～2023年 3月 31日
月  日理事

ラヽ
原

サ′佐
イ
井

ヒトシ

均

理事
オ
雄

升
昭

ダ
ｍ口

ヤマ山

′
´

022年4月 1日

～2023年 3月 31日
曰
ロ

022年4月 1日

～2023年 3月 31日
日

年 月

理事
トク  ナガ  タケ  ′ブ

徳 永 健 伸

理事
ヒト

人西
ノ
野

な
文

022年4月 1日

～2022年 6月 8日
月  日

理事
フ  ジ マサル

富 士 秀

022年 6月 9日

～2023年 3月 31日
同
ロ

理事
力
造

″
泰

タニ谷コ＝り

022年4月 1日

～2023年 3月 31日 月  日

監事

2022年4月 1日

～2023年 3月 31日 月  日

マツ  イ

松 井 くにお

2022年4月 1日

～2023年 3月 31日 月  日
監事

ト エ ダ

十重田

(田 中 ゆか り)

ユ カ リ

ゆかり

〆

年 月

月年

年 月



書式第 4号 (法第 10条 0第 28条関係 )

事 業 報 告 用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

2023年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人 言語資源協会

氏   名

1

1ヒ陸先端科学技術大学院大学
先端科学技術研究科自井研究室

代表者 :白 井清昭

2
コ立情報学研究所
音メディアグループ

代表者 :大須賀智子

3
中央大学理工学部ビジネスデータ
サイエンス学科自然言語処理
研究室 代表者 :難波英嗣

4
国立国語研究所
コーパス開発センター

代表者 :山崎誠

5
東京工業大学情報理工学院自然
語処理研究室
代表者 :徳永健伸

6
広島市立大学情報科学研究科
言語音声メディアエ学研究室
代表者 :竹澤寿幸

7
コ立情報学研究所相澤研究室
代表者 :相澤彰子

8
鳥取大学自然言語処理研究室

代表者 :村田真樹

9
筑波大学システム情報系
知能機能工学域宇津呂研究室

代表者 :宇津呂武仁

10
祭良先端科学技術大学院大学
自然言語処理学研究室

代表者 :渡辺太郎


